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曽我部清典(tp)、中川俊郎(pf)、松平敬(vo)
2007 年 5月 13 日 17:00 開演
渋谷・公園通りクラシックス



曲目：

�(���Ú�³�ã�” ���•�©�æ�¤ （「ノートルダム・ミサ曲」より）
Guillaume de Machaut: Kyrie (“La Messe de Nostre Dame”)

�¤
’	]�à�•�¯�å�”�ç
²
×�Â�®	��w�A�“�¯ （初演、2007）
Toshio Nakagawa: Choralvorspiel “Pater noster”

�,���Ð�ç�µ�•�¹�Æ�» 【tp, pf】
Karl Pilss: Sonate für Trompete und Klavier

I. Allegro apassionato II. Adagio molto cantabile III. Allegro agitato
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H	��‘�¯ 【pf】
Johann Sebastian Bach(arr. Wilhelm Kempff):

“Nun komm' der Heiden Heiland” BWV659a

�•�f�á�• �®�Ð�­�q	‡	ú�w�ž�Ý�æ�§�¯ （委嘱作品・初演、2007）
Ken Ito: America, trained and heart-broken...

1. Come and go 2. Twin Banks 3. We shall over-(come...)?

～休憩～

�(���Ú�³�ã�” ���•�¬�é�”�æ�ž （「ノートルダム・ミサ曲」より）
Guillaume de Machaut: Gloria (“La Messe de Nostre Dame”)

�$���§�”�Ã�á�”�•�7 �P�M�P���4�P�M�P (1965)
Cornelius Cardew: Volo Solo for a viruoso performer on any instrument

�(���é�¿�³�”�Ç ���•�ã�w�Ë	O	•

Gioachino Antonio Rossini: Duetto Buffo Di Due Gatti

�3���3���Õ�É�¿�Ä�•�^�’�y�z�¸
ñ�w
H�„�‘ （「テネブレ」より）(1971) 【bar, pf】
Richard Rodney Bennet: Adieu, farewell earths blisse (“Tenebrae”)

�(���Ú�³�ã�” ���•�ž�Ç�á�µ�~�Ã�  （「ノートルダム・ミサ曲」より）
Guillaume de Machaut: Agnus Dei (“La Messe de Nostre Dame”)

�³�æ�Ï�æ�•	��æ （委嘱作品・初演、2007）
Haruyuki Suzuki: Meander

【* = 編曲：双子座三重奏団】
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�y “双子座”の為の 3曲目の作品。「主の祈り」はキリスト自身が、使徒たちに教えた祈りとして、新約聖書のマ
タイ伝とルカ伝中に残されている名高い祈りのことばである。曲は、概ね３つの部分に分かれ、祈りを描写して
いるとも言える長い序章、ラテン語のテキストから子音を殆ど省いたテキスト（？）を駆使した、２つめの部
分、グレゴリア聖歌としての「主の祈り」を対旋律としてトランペットに分担させ、英訳の「主の祈り」が新し
く作曲された主旋律に乗って歌われるという、最終部分から成っている。【中川俊郎】

�•�f�á�•�Ð�­�q	‡	ú�w�ž�Ý�æ�§
　40を過ぎてドキュメンタリーや小説を書く仕事が始まった。そして以前スティーヴ・ライヒやジャン・リュ
ク・ゴダールに示唆された「ドキュメント・ミュージック・シアター」を「歌うことと語ることの間」（シェー
ンベルク＝ブーレーズ）の観点から考え直し始めた。２月に取材でノースカロライナの米軍基地に体験入隊した
際、奴隷解放と引き換えにイラクやヴェトナムに送られる様になった兵士達の実情に関わる言葉を集め、テクス
トとした。【伊東乾】

�•�f�á�¢�M�q�O�~�Z�œ�£�t�º
　1965 年東京生。親友がオウム真理教に洗脳され地下鉄サリン事件実行犯となって以来、マイ
ンドコントロールされた「被害者としての加害者」の観点から公判維持に協力、事件後 10年
目にノヴェライズド・ノンフィクション「さよなら、サイレント・ネイビー」（開高健ノンフィ
クション賞）を纏めた。「調教と傷心のアメリカ」書籍は７月刊行予定（集英社）。こうした
ジョイントワークは初の試み。東京大学准教授・東京藝術大学非常勤講師。

�§�”�Ã�á�”�•�7 �P�M�P���4�P�M�P
　文字通りは演奏不可能な極めて入り組んだ楽譜の出来るだけたくさんの音符を出来るだけ速く演奏されること
が求められている。楽器の組み合わせは自由であるが、単一の楽譜のそれぞれのセクションを同時に開始し、そ
の後は各自の演奏技量によってバラバラに終了する「かけっこ」方式で演奏される。ちなみにこの作品は彼の図
形楽譜による記念碑的大作「論文」の派生作品である。【松平】

�³�æ�Ï�æ�•	��æ
　この作品の直接の出発点は、今回もご出演の曽我部清典さんと中川俊郎さんによって初演して頂きCDにも
なった『夜霧への感謝』という曲にある。『夜霧への感謝』は編曲作品だったが、そこでのゼフュロスとキー
ボードでシンクロしながらポルタメント、という発想を、今度はオリジナル作品として、更にバリトンも加えて
発展させよう、というのがそもそもの考えであった。コンセプトは自ら「句読点」と呼ぶ発想に基づいており、
いかにつながっている流れを脱臼させるか、というのがここでの最大の関心事である。【鈴木治行】

�³�æ�Ï�æ�¢�b�c�V�~�x�”�•�V�£�t�º
　1962 年東京生まれ。1990 年、若手作曲家グループ TEMPUS NOVUMを結成、今日までに
14回のコンサートを開く。1992 年、1995 年に個展開催。1995 年、『二重の鍵』（A Double 
Tour）が第 16回入野賞受賞。2005 年 9月にはガウデアムス国際音楽週間に招待され委嘱新作
初演、2006 年 5月にはイタリアのサンタマリア・ヌオヴァ音楽祭にてロベルト・ファブリ
ツィアーニらによって新作が初演された。他ジャンルとのコラボレーションにも積極的で、こ
れまでにも演劇、美術、映像などとの共同作業を行っている。作品は国内外で演奏、放送され
ている。
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×�‚ Trio des Gémeaux

　曽我部清典、中川俊郎、松平敬の３人で結成された三重奏団。メンバー全員が双子座であり、演奏家と作曲家、
編曲家の二つの顔を持つ。今宵は双子座三重奏団名義での 3 度目のライヴとなる。主なレパートリー：中川俊郎
「ベルジュレット」「浴室のアルキメデス」、松平敬「双子座三重奏曲」「まそなつかか」、曽我部清典「プレリュー
ド」湯浅譲二「天気予報所見」、川島素晴「インヴェンション III」、カーゲル「ヒポクラテスの誓い」etc.


À�f
æ��
Z�/ （トランペット） Kiyonori Sokabe

6 月 7 日愛媛県生まれ。東京芸術大学音楽学部器楽科卒業。現代音楽のスペシャリストとして
内外の新作の初演に携わる一方、上野の森ブラスのコンサートマスターとして吹奏楽関係の
ファンも数多い。ここ数年は、ヨーロッパ主要都市でソロリサイタルを開催している。またベ
ルギー在住のピアニストとギタリストとで「The Mercury Project」を結成、海外公演を視野に
入れての活動を開始した。CD「今日までそして明日から」「透明な孤独」「トキノコダマ」「トキ
ノコダマ２」をリリース。幅広い音楽性と鋭い分析力、安定した技巧でわが国のトップに位置
するトランペット奏者である。日本トランペット協会常任理事。洗足学園音楽大学講師。上野
の森ブラス・コンテンポラリーα・東京現代アンサンブルCOmeT・Brass Extreme Tokyo メン

バー。

�¤
’��	]�à （ピアノ・作曲） Toshio Nakagawa

6 月 4 日東京生まれ。桐朋学園大学音楽学部作曲家卒業。作曲を三善晃、ピアノを末光勝
世、森安耀子各氏に師事。70歳になるジョン・ケージを迎えて行われた「MUSIC TODAY
(武満徹企画構成)'82」の一環として開催された10周年記念国際作曲コンクールで、自作自
演で第１位。間接的にではあるが、ケージに高く評価される（つまり、ケージ自身はコン
クールに直接関与していなかったし、また当人同士が実際に会話を交わしたことも一度も
なかったが）。88年、村松賞新人賞、およびグループ「アール・レスピラン」の一員として
中島健蔵音楽賞を授賞。日本現代音楽協会理事、日本作曲家協議会会員。CM 音楽の分野
でも受賞多数。1999 年から 2001 年まで神奈川県立音楽堂のレジデント・アーティスト・

グループ“トリオ・デュ・モンド”の一員として参加し、話題をさらう。そして、この体験がそれ以後のグローバル
な音楽家としての方向性を決定づけることになる。他の活動としては、初のVA音源搭載シンセサイザー、ヤマハ
VP-1 のブレインや、近年ではダンスカンパニー「パパ・タラフマラ」の音楽を担当しながら、同時に舞台に女装
して出演するなど、話題性や問題提起に事欠かない。2002 年からリサイタル・シリーズ、中川俊郎
2002/2003/2006 を開催し、コンポーザー＝パフォーマーとしての新しいリサイタル形式を開拓中。

	¦��  �� （バリトン） Takashi Matsudaira

5 月 31 日愛媛県生まれ。東京芸術大学音楽学部卒業。同大学大学院音楽研究科修士課
程修了。大学院においてシェーンベルクの 1903 年から 1908 年の歌曲について研究を
する。教会音楽や歌曲のコンサートに多数参加する傍ら、前衛音楽の演奏にも積極的に
取り組む。2000 よりほぼ毎年ドイツのキュルテンでのシュトックハウゼン講習会へ参
加する。2001 年、2003 年には同講習会に於けるコンサートに出演しシュトックハウゼ
ンの「ティアクライス」「７つの曜日の歌」を作曲者の監修のもと演奏、その演奏は作曲
者自身より「極めて独創的な演奏解釈」などとの評価を受けた。2004 年東京において湯

浅譲二、クセナキスなど全曲前衛作品ばかりによるリサイタルを開催し「音楽の友」誌上などで高く評価される。
2007 年にはドイツ、ケルンにてシェルシ、ケージ、志田笙子の作品を演奏、その全内容はドイツ国内で放送され
る。現在、聖徳大学、文教大学非常勤講師、日本声楽アカデミー会員。


